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“「自治労通信」も読めます”

松本剛明総務大臣（左）に申し入れ書を手渡
す公務労協地公部会の古矢武士議長（全水道）

（左から）「むすびえ」の渋谷雅人理事、自治労共済推
進本部の青木真理子本部長、石上千博自治労委員長。
寄付は能登半島地震支援事業、地域ネットワーク支援
事業に充てられる

8
月
8
日
、
公
務
員
連
絡
会

の
河
野
国
家
公
務
員
制
度
担
当

大
臣
へ
の
要
求
書
提
出
に
は
、

委
員
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員
が
出

席
。
交
渉
団
は
、
政
府
に
対
し

本
年
の
人
勧
を
勧
告
通
り
に
実

施
す
る
閣
議
決
定
を
速
や
か
に

行
い
、
所
要
の
法
案
を
国
会
に

提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

河
野
大
臣
は
、「
人
勧
制
度
を

尊
重
す
る
基
本
姿
勢
に
立
ち
、

取
り
扱
い
検
討
の
過
程
で
は
皆

様
方
の
意
見
も
十
分
に
お
聞
き

し
た
い
」
な
ど
と
答
え
た
。

公
務
労
協
地
公
部
会
の
松
本

総
務
大
臣
へ
の
申
し
入
れ
も
、

8
月
8
日
に
実
施
。
総
務
省
は

自
治
体
の
自
主
的
な
給
与
改
定

の
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
、
人

勧
の
「
給
与
制
度
の
整
備
」
の

国
の
制
度
変
更
に
準
じ
た
扱
い

を
自
治
体
に
求
め
な
い
こ
と
、

地
方
公
務
員
給
与
へ
の
対
応
措

置
に
つ
い
て
公
務
労
協
地
公
部

会
と
十
分
な
交
渉
・
協
議
を
行

う
こ
と
等
を
強
く
求
め
た
。

松
本
大
臣
は
、「
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
参
り
た
い
」
な
ど

と
答
え
た
。

ま
た
8
月
9
日
に
は
公
務
労

協
地
公
部
会
が
、
全
国
人
事
委

員
会
連
合
会
（
全
人
連
）
に
対

す
る
要
請
行
動
を
実
施
。
都
道

府
県
・
政
令
市
の
各
人
事
委
員

会
が
専
門
機
関
と
し
て
の
役
割

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、「
給

与
制
度
の
整
備
」
に
つ
い
て
関

係
組
合
と
の
十
分
な
交
渉
・
協

議
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

人
勧
受
け
国
公
担
当
大
臣
と

総
務
大
臣
に
申
し
入
れ
実
施

8
月
8
日
の
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
公
務
労
協
・
公
務
員
連
絡
会
は
、
国
家

公
務
員
制
度
担
当
大
臣
に
対
し
て
は
人
勧
完
全
実
施
を
求
め
る
要
求
を
、
総

務
大
臣
に
対
し
て
は
自
治
体
の
自
主
的
な
給
与
改
定
に
関
す
る
申
し
入
れ
を

実
施
。
秋
の
た
た
か
い
を
見
す
え
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

自
治
労
共
済
と
全
労
済
と
の
統
合
10

周
年
を
記
念
し
、
組
合
員
へ
の
感
謝

と
、
助
け
合
い
の
輪
の
さ
ら
な
る
拡
大

の
た
め
、
昨
年
10
月
か
ら
8
カ
月
間
、

「
広
げ
よ
う
！
た
す
け
あ
い
あ
り
が
と

う
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。全
国
の
こ

ど
も
食
堂
支
援
の
た
め
、
応
募
1
件
に

つ
き
1
0
0
円
の
寄
付
に
取
り
組
ん
だ
。

応
募
総
数
は
8
3
7
8
件
（
寄
付
総

額
8
3
万
7
8
0
0
円
）。
8
月
19
日

に
は
、
寄
付
総
額
に
自
治
労
共
済
推
進

本
部
と
し
て
の
補
て
ん
分
を
加
え
、
合

計
1
0
0
万
円
の
寄
付
金
を
「
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ

ン
タ
ー
・
む
す
び
え
」
に
贈
呈
し
た
。

交渉に応じる河野太郎国家
公務員制度担当大臣

戦
後
79
年
の
夏
を
迎
え
て

平
和
な
社
会
の
実
現
誓
う

8
月
は
広
島
平
和
記
念
日

や
終
戦
の
日
等
、
先
の
大
戦

に
か
か
る
報
道
に
触
れ
る
機

会
が
多
く
、
戦
争
の
凄
惨
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考

え
る
季
節
で
す
。

し
か
し
今
年
は
様
相
が
異

な
り
ま
し
た
。
8
月
14
日
の

岸
田
総
理
の
辞
任
表
明
を
受

け
、
15
日
の
新
聞
各
紙
は

「
首
相
退
陣
」
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
戦
没
者

追
悼
式
で
総
理
が
語
っ
た

「
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
」
と
の
言
葉
が

む
な
し
く
響
い
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
何
を
目
的

に
憲
法
改
正
を
推
し
進
め
よ

う
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
シ

ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
文
民
統
制
）
を
揺
る
が
す

自
衛
隊
不
祥
事
が
相
次
ぐ
中

で
の
防
衛
費
予
算

増
と
核
抑
止
力
に

傾
倒
す
る
自
民
党

政
権
の
か
じ
取
り

に
は
、
危
う
さ
を

感
じ
ま
す
。

「
長
崎
を
最
後

の
被
爆
地
に
」
す

る
た
め
、
平
和
な

社
会
の
実
現
に
ま

い
進
し
ま
す
。

人
勧
完
全
実
施
と
地
方
の
自
主
的
給
与
改
定
の
尊
重
を

2024人勧情報
勧告全文・給料表

ダウンロードできます

公 務 労 協
公務員連絡会

「広げよう！たすけあいありがとう」

全労済との統合10周年を記念
100万円をこども食堂支援へ寄付

クールビズ「かりゆしシャツ」で
活動しています

ご意見
フォーム自治労HP
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被
爆
79
周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
広
島
大
会
が
8
月
4
〜
6
日
、

2
2
0
0
人
の
参
加
で
開
か
れ
た
。
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
85
歳
を
超

え
、
被
爆
体
験
を
語
れ
る
人
が
減
る
現
状
の
中
、「
被
爆
の
実
相
」
を

原
点
と
し
た
核
廃
絶
運
動
の
次
世
代
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

大阪市建設局で、大島は下水道
全体の計画、加藤は下水道（管路）
の設計を行っています。今回は支
部の先輩に声をかけられて参加し
ました。「戦争と平和について感
じてこい」と送り出されました。
平和運動のイメージですか？労
働組合が、平和運動をしていると
いうことを知りませんでした。今
回、広島に来るのも、平和運動に
参加するのも初めての経験です。
また、デモ行進も初めてで、車道

を歩くことに驚きました。
祖父母に戦争体験談として、防
空壕に逃げた話を聞いたことはあ
りますが、同居していないので詳
しくは分からないです。ほかには
修学旅行で沖縄戦の話を聞いたく
らいです。
明日はフィールドワークで大久
野島に行きます。日本軍の毒ガス
製造施設があったところです。広
島で、戦争について、平和につい
て、多くを学びたいと思います。

1
9
4
5
年
8
月
6
日
・
広

島
と
9
日
・
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
、
1
9
5
4
年
3
月
1
日
の

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁

で
の
核
実
験
に
よ
る
遠
洋
マ
グ

ロ
延
縄
漁
船
・
第
5
福
竜
丸
の

被
爆
を
出
発
点
と
す
る
原
水
爆

禁
止
運
動
。

毎
年
8
月
に
開
か
れ
る
広
島

と
長
崎
の
大
会
に
は
、
多
く
の

「
平
和
運
動
の
初
参
加
者
」
が

来
場
す
る
。
被
爆
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
運
動
の
次
世
代
へ
の

継
承
が
課
題
と
な
る
中
、
若
い

世
代
の
参
加
者
の
声
を
、
広
島

現
地
で
取
材
し
た
。

初
め
て
の
ヒ
ロ
シ
マ

何
度
目
か
の
ヒ
ロ
シ
マ

大
阪
市
職
か
ら
参
加
し
た
2

人
は
、
平
和
運
動
へ
の
参
加
は

初
め
て（
左
上
囲
み
）。
近
年
、

「
ベ
テ
ラ
ン
」
の
参
加
者
が
目

立
つ
平
和
集
会
だ
が
、
最
初
は

誰
も
が
初
め
て
だ
っ
た
。

広
島
県
・
自
治
労
は
つ
か
い

ち
ユ
ニ
オ
ン
の
3
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
初
め
て
、
2
回
目
、
4
回

目
の
参
加
（
右
囲
み
）。
さ
す

が
地
元
と
思
い
き
や
、「
8
月

6
日
は
平
和
記
念
式
典
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
。
運
動
の
認
知

度
は
低
い
か
も
」
と
言
う
。
原

水
禁
運
動
の
存
在
感
が
低
下
し

て
い
る
の
が
現
実
だ
。
だ
が
、

「
何
回
参
加
し
て
も
、
原
水
禁

大
会
に
は
新
た
な
気
づ
き
が
あ

る
」
と
話
す
。

そ
の
「
価
値
」
を
、
新
た
な

参
加
者
の
拡
大
に
ど
う
つ
な
げ

て
い
く
の
か
が
、
運
動
継
承
に

向
け
た
カ
ギ
と
言
え
そ
う
だ
。

戦
後
・
被
爆
80
周
年

節
目
の
年
に《
初
心
者
大
歓
迎
》

来
年
は
戦
後
・
被
爆
80
周
年

の
節
目
の
年
。「
自
治
労
原
爆

被
爆
者
連
絡
協
議
会
」
は
来
年

8
月
の
広
島
で
講
演
会
を
開

く
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
被
爆
体

験
伝
承
者
」
の
伝
承
講
話
、
若

い
世
代
の
運
動
の
担
い
手
の

ト
ー
ク
な
ど
で
構
成
す
る
予
定

だ
。
若
い
世
代
の
参
加
を
促

し
、
被
爆
体
験
の
継
承
、
核
廃

絶
運
動
の
前
進
を
図
る
。

自
治
労
で
平
和
運
動
を
担
当

す
る
小
林
郁
子
連
帯
局
長
は
、

力
を
込
め
て
、
こ
う
言
う
。

「
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
人
に

は
名
前
が
あ
り
、
愛
す
る
家
族

が
い
て
、
夢
や
希
望
も
あ
っ

た
。
失
わ
れ
た
命
の
尊
さ
を
思

い
、
核
の
な
い
平
和
な
世
界
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
。

広
島
・
長
崎
を
初
め
て
訪
れ
る

若
い
世
代
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

欲
し
い
」

大阪市職 大島寛平さん大阪市職 加藤龍太さん

核による威嚇を繰り返すロシアのウクラ
イナ侵攻、イスラエルのガザ地区への攻
撃など、核兵器廃絶の道のりは厳しい

自治労はつかいちユニオンの3
人。柿本美南さん（写真中央）は原
水禁大会の参加は初めて。瀬古孝徳
さん（左）は2回目、高木智子さん
はユニオンの書記長で、4回目の参
加だ。初心者向けの分科会に来た。
「原爆に対して被害の意識が強
かった。でも講演を聞いて、日本の
外国への戦争があり原爆投下に至っ
たことに気づかされた」（柿本さん）。
「憎しみは平和を生まない。相手の
立場を理解することが大切と、講師
が述べた。これは普段から私たちが
できることだ」（瀬古さん）。
「原水禁は4回目の参加です。被
爆者の体験談には聞くたびに新たな
発見があります」（高木さん）。

自
治
労
社
会
福
祉
評
議
会
は
8
月
3
〜

4
日
、
第
44
回
全
国
保
育
集
会
を
4
年
ぶ

り
に
対
面
の
み
で
開
催
。
43
県
本
部
か
ら

6
0
6
人
が
参
加
し
た
。

全
体
会
で
は
、
美
姿
声
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
代
表
の
横
山
紀
江
さ
ん

が
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
講
演
。

コ
ー
ピ
ン
グ
マ
ン
ト
ラ
と
呼
ば
れ
る
、
怒

り
を
感
じ
た
と
き
に
自
身
に
語
り
か
け
る

言
葉
（
例
え
ば「
人
生
は
修
行
だ
」）
の
有

効
性
や
、
怒
り
の
背
景
に
は
理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

分
科
会
は
「
保
育
」「
児
童
館
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」「
幼
稚
園
」「
保
育
現

業
」
の
4
テ
ー
マ
で
実
施
。
各
自
治
体
の

取
り
組
み
報
告
か
ら
現
場
で
の
活
動
を
共

有
し
、
持
続
可
能
な
働
き
方
を
探
っ
た
。

子どもたちへの叱り方について
質問する参加者（上）と、「怒
る必要がある事象に対して上手
に怒ることが大切」と答える横
山さん（右）

数
字
に
関
す
る
こ
と
、
期
日
を
守
る
こ

と
、
も
の
や
情
報
の
整
理
整
頓
が
非
常
に
苦

手
。
そ
ん
な
私
が
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
し

ま
っ
た
の
が「
生
き
の
び
る
た
め
の
事
務
」。

大
学
の
建
築
学
部
を
卒
業
し
、
絵
を
描
い

た
り
音
楽
を
作
っ
た
り
本
を
出
版
し
た
り
と

好
き
な
こ
と
だ
け
し
て
生
き
て
い
る
1
9
7

8
年
生
ま
れ
の
著
者
。「
無
名
の
ビ
ッ
グ
マ
ウ

ス
」だ
っ
た
彼
が
、な
ぜ
好
き
な
こ
と
だ
け
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

そ
の
キ
モ
は「
事
務
」。
将
来
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
、
や
る
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
き

だ
し
て
、
そ
れ
を
こ
な
す
こ
と
で
「
何
者

か
」
に
な
ろ
う
と
す
る
過
程
が
描
か
れ
て
い

る
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
ハ
ウ
ツ
ー
本
か
も

し
れ
な
い
が
、
次
々
と
夢
が
実
現
し
て
い
く

ド
ラ
イ
ブ
感
マ
ッ
ク
ス
の
自
叙
伝
と
し
て
読

ん
だ
。し
か
し
、単
な
る
成
功
譚
で
は
な
い
。

友
人
ユ
ー
ス
ケ
の
話
と
「
い
の
っ
ち
の
電

話
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
胸
を
打
た
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
大
人
物
」
の
自
慢
話

系
ハ
ウ
ツ
ー
本
と
は
全
然
違
う
、
す

ご
い
生
き
方
本
（
漫
画
で
す
が
）。

読
み
終
わ
っ
て
仕
事
で
ミ
ス
が
減

る
効
果
は
多
分
な
い
が
、
新
し
い

ノ
ー
ト
を
買
い
た
く
な
る
。
そ
ん
な

一
冊
。

事
務
と
生
き
る
！

「
生
き
の
び
る
た
め
の
事
務
」
坂
口
恭
平（
著
）

道
草
晴
子（
イ
ラ
ス
ト
）

マガジンハウス
1760円

来るたびごとに新たな
《発見》があるヒロシマ

被爆体験は《記憶》から《歴史》へ
核廃絶運動の次世代継承が課題

第44回
全国保育集会

分
科
会
で
各
地
の
活
動
を
共
有
し

保
育
現
場
の
持
続
可
能
な
働
き
方
探
る

8．6原水禁世界大会（広島）参加者インタビュー

全
体
会
で
は
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
秘
訣
学
ぶ

何もかもが初めて
ヒロシマで平和学ぶ
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